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3

表層 コミュニケーションへの自信 バーバルコミュニケーション

コミュニケーションへの挑戦 ノンバーバルコミュニケーション

内層 コミュニケーションへの意欲

図 1 コミュニケーション能力の素地

図１は、コミュニケーション能力が、言語に関わる部分と非言語に関わる両方の部分に

関わって育成されていくことを表している。学習の積み重ねと、内層から表層への繰り返

しで、コミュニケーション能力の素地がスパイラルに育成されていく。

形成的評価のプロセスを以下のように捉え実践した。診断的評価･形成的評価･総括的評

価をスパイラルに組み合わせて学習活動全体を評価していくが、指導過程において繰り返

し行われる形成的評価は、児童の意欲喚起と授業改善をめざし行われる。また、児童と教

師のコミュニケーション活動としても位置付けられる。

[診断的評価] [形成的評価] [総括的評価]

指評 年評 外国語活動

導価 診断的評価 間価 指 導 総括的評価

目規 計基 授業・調整

標準 ･意識調査 画準 形成的評価 改善 ・通知票

のの ･アンケート の明 ・指導要録

設設 調査 決確 ・行動観察・発表観察

定定 定化 ・英語ノート・ふり返りカード

指導前 指導過程 指導後

図 2 形成的評価のプロセス

図２は、診断的評価から形成的評価、総括的評価へのプロセスを表している。今回取り

上げる｢形成的評価｣は、幾つかの評価方法を組み合わせて行っている。児童は到達度指標

の自己評価から学習の見直しの機会が与えられ、さらに指導者からのフィードバックがあ

り学習意欲と理解が広がる。ここで、ふり返りカードからの形成的評価を焦点化して見る。

これまで集団に準拠した評価は、集団の平均値を基準にした相対的評価が多く行われて

コミュニケーション能力の素地
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1 Lesson

2

What's this? Y e s p l e a s e . /
Up/Down/Right/
Left,please.

What's this?

What's this? What's this?

Lesson

LESSON 11/19 11/26 12/3 12/10

3

小山内　早苗34



ALT JTE

3

51.3% 46.2% 2.5% 0%
43.6% 46.2% 10.2% 0%
12.8% 28.2% 38.5% 20.5%
46.2% 41.0% 12.8% 0%
53.9% 28.2% 12.8% 5.1%
7.7% 25.6% 48.7% 18.0%

12.8% 61.5% 23.1% 2.6%
56.4% 33.3% 7.7% 2.6%

注）◎＝とてもそうである ○＝まあまあそうである △＝あまりそうでない

×＝そうでない

この結果から、｢進んで話すことに関しては消極的｣｢英語は簡単だと思っている｣｢外国

語活動に関して家庭で話題にしている｣ことが特長としてあげられる。家庭で話題にして

いる内容について追ってインタビューしたところ、｢とても楽しかったこと｣｢なかなかう

まくできなかったこと｣の両極について取り上げられていることが分かった。また、学級

通信等から情報を得た保護者が児童に対してその内容を問うている場合もあり、家庭内で

の親子のコミュニケーション活動が普段から比較的活発だということも分かった。

５月の時点で、英語に抵抗感があった児童の中には、９月の調査の時点でも抵抗感が残

っている。ふり返りカードを見ると、｢少し慣れてきた｣｢好きになってきた｣という感想を

書いていたが、人との関わりを苦手としている児童の中には、コミュニケーション活動を

｢恥ずかしい｣、また、｢英語の言い方を覚えるのは大変｣というような感想も見られた。

右の図４のグラフは、ふり返りカードの３段

階の自己評価の推移を表したものである。ふり

返りカードは、Lesson 毎に評価規準に即して作

り、毎時間の授業後に、◎○△の印と記述で児

童自身が行ってきた。この図の中の２つの折れ

線は、自己評価の結果が Lesson 全体全部◎であ

る割合と、自己評価の結果が Lesson 中１つでも

△がある割合の推移状況を表している。全部◎

の場合、児童の達成感や成就感は大きく、逆に

△がある場合は、不安感や不満感を感じている。

0

10

20

30

40

50

60

70

(%)

図4「 Lesson別の自己評価の推移」

71 62 3 4 5

Lesson 1：世界の挨拶
Lesson 2：ジェスチャー
Lesson 3：数
Lesson 4：自己紹介
Lesson 5：世界の衣装
Lesson 6：外来語
Lesson 7：クイズ大会

（Lesson）

：全て のもの

：ひとつ以上 のあるもの

：全て のもの：全て のもの

：ひとつ以上 のあるもの：ひとつ以上 のあるもの
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Lesson Lesson

Show&Tell Lesson Lesson

Lesson

好き どちらかといえば好き

どちらともいえない どちらかといえばきらい

きらい

図5 「外国語活動(英語活動）の授業は好きですか」

0 20 40 60 80 100（%）

9月

1月

 進んでさん加している どちらかといえば進んでさん加している

どちらともいえない どちらかといえば進んでさん加していない

進んでさん加していない

図6 「外国語活動(英語活動）の授業に
進んでさん加していますか」

理解している どちらかといえば理解している

どちらともいえない どちらかといえば理解していない

理解していない

図7 「外国語活動(英語活動）の授業の内容を
どれくらい理解していると思いますか」

0 20 40 60 80 100（%）

9月

1月

 そう思うそう思う そう思わないそう思わない わからないわからない

図8 「あなたは、英語を使えるように
なりたいですか」

0 20 40 60 80 100（%）

9月

1月
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し合わせると、単元によっては理解に困難な部分も出てきていて、達成感が十分にもてな

いケースも表れていた。特に「知識･理解、技能･表現｣に相当する、｢音声や基本的な表現

に関する事項｣の自己評価に△印が多く見られ、コミュニケーション能力の素地育成をめ

ざす外国語学習の中では、基本的な表現に関する指導比重が弱く、児童は達成感をもって

学習に取り組みたいと考えているが、助言も指導比重が弱い方向を辿り、今回の実践にお

いては、｢音声や基本的な表現｣にあまり効果的に働かなかったことが分かった。

図８で、｢英語を使えるようになりたいですか｣の項目については、｢そう思う｣の割合が

減り、｢そう思わない｣の割合が増えている。楽しく学習に参加し、理解度も増しているの

に何故このような結果になったのかということで、追ってインタビューしたところ、｢他

の国の言葉も大切｣｢日本語が使えるからいい｣といった意見が出された。「英語ノート｣の

名称ではあるが、頻度は低いものの他言語を扱っていることや、数ある言語の中で英語の

重要性を児童なりに受け止めた結果が、ここに反映されていると言える。

図９で、｢外国の人が英語で話しかけて

きたらどうすると思いますか｣の項目では、

｢日本語で受け答えをする｣｢英語で受け答え

をする｣という両者の割合が、共に減少して

いる。一方で、｢ジェスチャーを使って受け

答えをする｣の割合が伸びている。これはふ

り返りカードの自己評価の推移をみた表から

も分かる通り、ジェスチャーの効果を児童が

非常に有益と捉えて学習し、ALT との実際

のやりとりの中でも効果的と経験的に判断し

たものと言える。バーバルな面に加え、ノン

バーバルな部分もコミュニケーションには大

切と、授業を通して児童は体験活動から実感している。

この調査項目の中で、９月には見られなかった｢その場から逃げる｣という選択肢が、１

月には選択されている。無記名で行っている調査であるため、人物の特定はできないが、

コミュニケーションから遠ざかる選択をしている児童がいることが分かった。自己防衛も

コミュニケーションの一形態ではあるが、積極的に関わっていける児童を育てたいと願っ

て教育活動は行われている。コミュニケーションの手段が身についていないと、自信をも

って外国の人などに関わっていけない現実もこの結果から明らかになった。

｢言葉や文化についての理解｣という点では◎が圧倒的に多く、中には花丸をつけている

児童も数名見られる。｢積極的にコミュニケーションを図る｣の部分も、◎の評価が多く見

られる。一方、｢外国語の音声や表現に親しむ｣の評価部分で困難を感じている。｢慣れる｣

｢親しむ｣をベースにした学習中心のためスキル指導を特別しておらず、そのため｢外国語

の音声や表現を知りたいけれど分からない｣｢分からないから不安｣という児童が見られた。

コミュニケーション能力の素地を養うために｢コミュニケーションへの意欲｣｢コミュニ

ケーションへの挑戦｣｢コミュニケーションへの自信｣を３要素として考えているが、高学

年の発達段階と合わせて考えると、意欲と挑戦を持続出来ない場合は｢関心･意欲･態度｣が

マイナス傾向を表すということが判明した。｢使えた｣｢通じた｣という成功体験を数多くし、

自信をもってコミュニケーションに臨み、達成感を味わわせるためには、ある程度の指導

事項も学習過程の中に位置づけて行わなければ達成感を味わうことができないのではない

か。｢外国語の音声や表現に親しむ｣の評価観点が授業の中心になっている場合は、知識･

 

図9 「もし、あなたに外国の人が英語で話しかけ
てきたら、あなたはどうすると思いますか

0 20 40 60 80 100（%）

9月

1月

だまっている 日本語で受け答えをする

英語で受け答えをする ジェスチャーを使って受け答えをする

その場から逃げる わからない
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Show Tell

Show Tell
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115

1 2009 p.8
2 1991 p.238

1 2008
2 1 2 2009
3 1 2 2009
4 2009
5

2009
6 2008
7 2002
8 2003
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1 LESSON

2

3

Activity Let's Chant
What's this?

Activity 1 Activity 2 Let's Play Activity

Let's Chant Let's Play Activity
What's this?

4

ALT

What's this? It's a pencil.
pencil, pencil case, ruler, eraser, glue, book, butterfly, starfish, lobster,
jellyfish, octopus, yacht, this, it

What's this?

What's this?
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jellyfish starfish

5
What's this?

6

ALT

Hello,I'm fine/happy/
hungry/sleepy. Hello, how are you?

Let's Chant

10 What's this?A dog?No it's not a dog. Another hint please?
Do you need another hint? OK. Up/Down/Right/Left
What is it? A cat? Yes, it's a cat. Very good. please.

Activity 2 Look.This is a Black Box.
Here is a hole.

15 Let's play Black Box You can see inside the box. I Small?
Quiz. will put this inside. Big? What color?

sensei, put your hand into
Eraser. the box.You will touch

What's Now it's your turn. something inside.
this? Who wants to go next? Guess what it is.

That's right. It's an eraser.

Let's Play Very good. Fantastic.
Wonderful.

10
rabbit, yacht, bird, What's this ?
butterfly This is not an eraser.

That's right. It's ~.

Good-bye. See you. Good-bye. See you. Good-bye. See you.

7

team team team team team team team team

Lesson

小学校外国語活動における形成的評価の研究 41



Lesson1

classroom English ALT

Lesson2

Lesson3

Lesson4

Lesson5

Lesson6

Lesson7
2
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